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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞

・第3回院内研修について

日時：7/19(水)17：30～18：30　7/25(火) 17：30～18：30

場所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール　

内容：「精神保健・障害者総合支援法（行動制限）」講師：生駒ＰＳＷ

出欠を各自で入力すること。

・ふれあい秋祭りでの産直・フリマの募集があり、出店するものがある場合には広報委員まで声を掛けること。
・7/28（金）納涼会に参加できない方は不参加届を7/12（水）までに提出すること。

・7/9の朝、メンタルケア病棟入口の外側のベンチに、ＣＬＩＮＩＱＵＥの口紅が落ちていたとのこと。庶務で、預かっている為、問い合わせが有った場合は、庶務まで連絡すること。

【各種提出期限】
・学術の抄録を大まかで良いので7/15（土）までに小嶋SGMに提出すること。

＜青明舎利用者様情報＞

・福井　彩　様　～先週の火曜日ふらっとへ来所しており、流産したことを報告している。また、以前誘われていた保険会社の仕事に行くことにしたと報告している。流産についてはあまり気にしないように促し、仕事については、現在取得を目指している資格があるため、ゆっくり考えて検討するよう促している。

・東海林　紀子様～本人より電話での相談があるが、詳細について話そうとせず、内容は不明。睡眠状況を聞くと、睡眠薬を毎日飲んでおり、癖になるかもしれないけど睡眠はとれていると話している。定期訪問時に改めて状況を聞くと、不調は特になく、飲酒は週2回ほどしているとのことだが、問題はないとのこと。仕事内容について飽きてきたとの相談があり、特定相談員にも相談してみるよう促している。

・松川　順子　様～主治医との面談までの間、入院に関する不安を訴えていたが、主治医へ報告し終わると、無事終わったことを報告している。

・高柳　和子　様～架電があり、暑くて大変で体調が少し悪いと話している。暑さへ対処しながら過ごすよう促すと、以降は不調の訴えは聞かれていない。

・我満　奈津紀様～定期訪問時表情の険しさが見られており、理由を確認している。青葉に良い条件の新しいアパートを見つけたとのことで、その件を父様へ報告したところ「なぜ今のところをでるんだ」と否定され、気持ちをわかってくれないと不満を話している。アパートの件は友人に保証人を頼み、手続きを進めているとのこと。不調は特にないとのことだが、先のことを考えながら検討していくよう促している。

＜グループホーム利用者様情報＞

・繁名　和恵　様～3日前から血便が出ていることと、心臓が苦しく山に入って命を絶ちたいと話していたとのことで、昨日八戸夜間救急を受診している。問題はなかったとのことだが、本日鹿内内科医院を受診し、紹介状を書かれ奥寺消化器内科を受診したとのこと。本日デイケアを欠席しているが、本人の表情は穏やかで、上記同様の発言は聞かれていない。

・古舘　ヨリ　様～7/5（水）八戸赤十字病院にて糖尿病に関する勉強会を行ったとのこと。同日に障害認定調査も実施している。

・若松　邦生　様～先日夕食後の薬を忘薬したとのこと。最近デイケア利用者への不満があり、他罰的な言動が目立っている。状況を振り返ると心に余裕があれば落ち着くとのことで、余裕は勉強がうまくできればいいとのこと。

・田名部　浩平様～先日まで東京旅行へ行っており、「楽しかった」と報告している。

＜利用者様情報＞

デイケア
・駒木　洋士　様～8時頃、本人より電話連絡があり右手の痺れがある為、整形外科を受診すると話している。受診後、原因や診断名についての説明はなかったが、飲み薬と塗り薬が処方されたとのこと。詳細については、次回来所時に確認していくこととしている。最近気分の高揚さが目立ってきている為、本人の言動に注意し、落ち着いて行動してくことができるよう対応していく。

デイナイトケア
・稲垣　ふき　様～青風荘より情報提供があり、食事当番にて味噌汁の盛り付け時、間違ってかかったと話しており、左腕が少し赤くなっていたとのこと。本日のデイナイトケアでは、左腕を見せて、｢治りました｣と表情良く話している。

・鈴木　真知子様～青風荘より情報提供があり、昨日、朝から表情の硬さが見られており、長姉様と他の方へ電話をかけることと、勝手に青山荘の方まで歩いて行くことがあったとのこと。本日のデイナイトケアでは、プログラムに参加できており、外出の要望も聞かれない。引き続き様子観察を行っていく。

・奥山　以依子様～青風荘より情報提供があり、本日ミーテイング後、感情失禁があり、理由を聞くと、｢ここを追い出されると思った｣｢特定利用者（中村茂様）がいないから、追い出されると思って｣と話していたとのこと。本日のデイナイトケアでは、同様の様子はないが、様子観察を行っていく。

＜外来情報＞

・田名部　浩平様～最近、暑い日が続いているが体調は大丈夫であると話している。精神症状も落ち着いている。

・高阪　博英　様～ノックビンを服用している。最近、夜も暑くて寝苦しいが、眠剤服用しているため、寝れているとのこと。

・清水　泰雅　様～特変なく過ごしており、睡眠はとれ、生活も落ち着いてできていると話している。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（鈴木　知子　様）　

実施日：H29年7月10日（月）13：30～14：00

担当：藤田

検討内容　目標と計画の再検討

	氏名
	鈴木　知子様
	性別
	女
	年齢
	46
	生年月日
	S45.11.17

	主病名
	統合失調症
	合併症
	なし

	治療方針（医師の指示）
	精神症状の安定、基本的生活習慣の獲得、身体機能の維持・向上、対人関係能力の向上

	本人希望
	現在の生活を維持したい。

	入院歴
	計3回（最終：H5年9月14日　～　H6年10月2日　）

	通所歴
	1回目

今回：H28.11.2～現在　　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣、ヘルパー、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣

	住居：市営住宅に一人暮らし
	家族構成：母、姉家族

	利用制度
	

	備考：事例検討に必要な情報を記載

S59年1月頃より、空笑･幻聴･妄想･独語等の症状が出現し、S59.2.6八戸市立市民病院精神科初診、通院治療を継続していた。S60年10月頃より上記症状に加え、不眠･奇異な行動が出現し、S61.3.8当院初診し1回目の入院（～S62.4.30）。以後、上記症状再燃により、当院へ計3回の入院歴がある(②H4.10.15～H5.4.25 ③H5.9.14～H6.10.2)。H6.10.2当院退院後は自宅療養となり、当院への外来通院(1回/4週)、訪問看護ｽﾃｰｼｮﾝ｢五福｣の利用(1回/2週)、ヘルパー利用（2回/週）、地域活動支援ｾﾝﾀｰ｢青明舎｣の利用を継続している。




【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①不安や問題の早期解消ができるようになる。
	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	①不安や問題について相談し、対処法をスタッフと検討することで、不安や問題の早期解消を図っていく。スタッフは相談された際には、わかりやすく対処法を伝え、本人が実践しやすいように関わっていく。

	
	②生活能力を維持する。
	②デイケアのプログラムに参加し、生活能力を維持する。
	②再発予防プログラムに参加し、身体機能、病状管理能力、家事能力、対人関係技能の維持を図る。スタッフは参加状況を確認し、参加していない場合は参加を促していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①不安や問題を自分から相談し、対処することができる。
	以前はデイケア利用等に関する不安を自分から相談できず、その不安を後から話してきたり、別の施設に相談している等、不安や問題の早期解消ができていなかった。また、幻聴の訴えはあるが相談できている。当初は理解力の問題や、デイケアやスタッフに慣れていないこともあり、スタッフから声を掛けることで、徐々に相談できるようになっている｡相談があった際には、スタッフより対処法を提案し、一緒に考え、選択・実施に繋げられるようになってきている｡（達成度80％）
	デイケア利用開始となり、6ヶ月以上経過し、慣れてきたこともあり、利用中に相談できるようになってきている｡依然として、些細なことに不安を感じることもあり、病状に影響することも考えられることから、目標、計画を一部変更する｡

	②デイケアのプログラムに参加し、生活能力を維持する。
	3月以降は定期的な通所利用は出来ている。利用率60～100％台。（2月25％、3月80％、4月75％、5月60％、6月100％）

プログラム参加拒否はなく、SST、他プログラムでも発言聞かれている。他者交流も適度にあり、トラブル等はない。特定スタッフに対し、嫌われている、怒っているんじゃないか等と何度も相手をかえて相談している｡対人関係についての相談があった際には、振り返りを行いながら、理解出来るように伝え、対処法を一緒に考えていくことで｡（達成度80％）
	利用開始直後は参加率も低かったが、徐々にアップしている。プログラムへの参加、他者との交流も出来ているが、被害的な捉え方やずれは経験の少なさも関係していると考えられることから、目標、計画を一部変更する。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の生活を維持する。
	①不安や問題の早期解消ができるようになる。
	①不安や問題を自分から相談し、適切に対処することができる。
	①不安や問題について相談し、対処法をスタッフと検討することで、不安や問題の早期解消を図っていく。スタッフは相談された際には、振り返りを行い、わかりやすく対処法を伝え、本人が実践しやすいように関わっていく。

	
	②生活能力を維持する。
	②デイケアを休まず利用し、生活能力を維持する。
	②再発予防の各種プログラムに参加し、身体機能、病状管理能力、家事能力、対人関係技能の維持･向上を図る。来所時は面談を行い、被害的な捉え方やずれがないか確認し、病状悪化に繋がらないよう関わっていく｡


